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石槌山近傍の第三紀火成岩類に就いて（豫報）

吉　　田　　博　　直

　　　　　　　　　1　前　　　　　　　　書

　西南H本外帯には，火山活動を先駆とし，花崩岩の貫入をもつて終る，一聯の火成活

動が知られている。愛媛県石槌山附近の火成活動に就V・ては，津屋弘逡の“On　the

Omogo　acidic　rocks・・の報告がなされてV・る。氏はこの貫入岩体に於ける岩石の多様

性を混成作用によっで説明している。即ち流紋岩質岩漿が石槌第三紀層中に貫入し，主

として同層中の輝石安山岩と相互反応をなし，捕獲物質の量及び冷却速度の差違によ

り，花崩岩・花崩閃緑岩・石英斑岩を生じたとしてV・る。筆者は，面河酸性岩類が石槌

山以西に広く分布する火山岩類め貫入相を示すものであり，火山の下嵜構造（Subvulkan

oder　Vulkanopluton）が明かになるのではなV・かと予想した。本報告に於V・ては主とし

て野外調査の結果にとどめ，成因的問題につV・ては予察的に触れた。

　この研究は小島丈児助教授指導の下に，文部省科学研突費によつて行われた。終始御

指導を頂いた同氏，有益な御批判を賜わつた井尻正二・木野崎吉郎・森本良平・松本隆

の諸氏，学友諸兄に深謝すると共に，本地域の西部一帯を調査された恩藤知典・添田

晶・梶野寛喜の諸氏の御助言，調養に際し種々御便宜を賜わつた和泉太郎氏に負う所大

なることを附記する次第である。

　　　　　　　　　五　地　　質　　概　　要

　調査地域は5万分1地形図〃石槌山〃を主とし，”松山南部”を含めた地域である。層

序の大要は下記の如くである。

　A　結　晶　片　岩　類

　主として緑色片岩・黒色片岩よりなり，走向はN70°～80°Wを示し，保井野一渋草を

結ぶ南北綜以東に於いては，面河貫入岩体の影響を受け，ドーム構造をなしている。

　B　石　　槌　　層　　群

・澁草累膚本層は繍片岩類ρ上噸斜不整合を以つて乗る基麟岩層よ順岩層

迄の1堆積輪廻の地層をいう。頁岩層より産する植物化石により中新世とされてV・る殆

ど水平の地層である。

　基底礫岩層　構成礫の種類により本層は上・中・下の手層に分けられる。

　下部層は結晶片岩類の角礫のみよりなり，礫の種類は略礫岩分布地域の基盤結晶片岩

類の岩種と一致する。基底礫岩は30度乃至40凌の急角度をもつて古期岩類の上に乗り・
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凹凸に富む。保井野一渋草を結ぶ線以東は急激に高度を増す。

　　北部：砥部・－300m，三内tsi－一一3eom，保井野一300m，成藪一1，100m，成就3L．・一一一1，300m

　　南部：玉谷一一・50em，川瀬付マー600m，渋　草一600m，大成一ユ，100m，猿飛谷一一一・1，000m

　最東端の氷見二千石原に於V・ては1，700米に達する。

　中部層は主として和泉砂岩の円礫よりなり，上部に行くにつれ花萄岩類・珪岩類の円

礫を混える。淘汰は良好でなく，50乃玉60樋に達する礫を混在し，角礫状岩をも多数有

レ，下部層とは比較的明僚な境県を以つて接ずる。

　上部層は主として花崩岩類の円礫よりなり，珪岩類・和泉砂岩類が混在する。

　基寝礫岩層の厚さは地域により甚レく相違し，砂岩・頁岩が基繋岩類に直接する地域

もあるが・大体150米前後である。特に変化の甚しいのは角礫岩層である。

　砂岩・頁岩層礫岩層を爽む地域もあり，厚さは50米前後である。頁岩層よりは多量

に植物化石を産し中新世とされている。叉，頁岩層は薄い炭層を爽在する。

b市ノロ累層渋草累層とは整合的関係にあり，凝灰岩類・火山岩類よりなる。

　凝次岩麿　下部の頁岩層とは整合的関係にあり上・下二層に分けられる。

　下部凝灰岩層は黒森峠以東に分布し，主として結晶片岩類の小破砕片よりなり，斜長

石・正長石・石英・黒雲母（？）の結晶破片を交え，細粒物質により固結された淡青緑

色の凝灰岩である。梅ケ市の東方に於いては厚さ40e’米に達する。

　上部凝灰岩層は下部凝灰岩層と比鮫的明瞭な境を以つて接し，黒森峠以西に於いては

頁岩層と直接する。石英・正長石・斜長石・黒雲N・紫蘇輝石（？）を含む流紋岩質白

色凝灰岩である。黒森峠附近に於いては厚さ400来に達する。本凝灰岩層中には黒森峠

附近に於ける如く，輝石安山岩類乃至輝石珊岩類の円礫を混える部分がある。

　含黒雲母普逼輝石紫蘇輝石安山岩　東部に於いては凝灰岩層の浸蝕面上に非整合関係

を以つて乗るが・西部に於V・ては渋草累層に属する水成岩類に移化する。市ノロ以西に

広く分布し，上直瀬附近に於いては厚さ600米以上に達し，少くも3枚以上の熔岩流よ

りなつている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　斑晶斜長石はandesineを核とし，外縁はoligoclaseの累帯構造が認められ，破砕さ

れた結晶が多い。同紫蘇輝石は有色鉱物の大部分を占め，長柱状をなし，周囲は緑泥石

様物質に囲まれ・magnetiteを伴うのが一般である。その他の斑晶鉱物としては普通輝

石・黒雲N・正長石・石英がある。石基はTrachytic　textureを示し，紫蘇輝石・鼎長

石゜黒雲母゜石英（斜長爾・i・結晶の間をm長石と共に不規則に充填している）・正長石

magnetite及びhematiteよりなる0

　面河貫入岩体の西縁・市ノロ．・梅ケ市附近には・含黒雲母普通輝石紫蘇輝石安山岩
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麟吻［㎜画鋤圏碕灘・・，睡翻・勾匿麹・・，

　E：コ・2，∈≡ヨc・・）

1：結晶片岩類

3：凝荻岩
5：紫蘇琿石角閃石黒雲母石英閃緑岩

7：青滝・wa入岩体

2：渋草累騰

4：含黒雲母普通輝石紫蘇輝石妥霞岩。同珊岩

6：土泥貫入角礫岩

8：細粒爾雲母花醐岩

が地袈に流出する際の通路となつた岩脈群が存在する。此等岩脈群は，梅ケ市東方に於

いては網鼠状に石樋層群を貫いているが，西するにつれ南北方向に分布区域が増すとと

もに，数ゐ六きさを増す。岩脈は東西に走り，幅30乃至40米を普通とするが，大なるも

のは200米に達し，連続陸を有しないのが一般である。岩脈類は殆んどが腹合岩脈で，

緑辺部及び各所に捕獲された形で，暗黒色或は灰青色緻密な殆んど斑晶を伴わない含黒

雲撮輝石珊岩が存在し，これを含黒雲N輝石紛岩乃至閃緑岩質粉岩が貫き，更に中心部

にては閃緑岩質粉岩と漸移関係を以て，慕ranophyricな黒雲母紫蘇輝石花嵩閃緑岩乃

至gran◎phyreが存在する。紫蘇輝石（少量の曹通輝百を含む）は部分的に角閃石に変化

しているが，主として緑泥石に変化している。既等細粒の含黒雲母輝石珊岩は面河貫入
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岩稼の貫入角礫及び捕獲岩として多量に存在する。

　讃岐岩類　土佐街道・縮川南方では，上記輝石安山岩の上に凝灰岩を爽み，讃岐岩類

熔岩流が存在する。本熔岩流は少くも3枚以上よりなり厚さ400米以上に達し，東西4．

粁，南北ユ粁半に亙り分布する。土佐街道に於て石英瑳岩に貫かれる。また本岩は羅ケ

嶺にて直接輝石安山岩を覆う。

　C面洵貫入岩体（次項に述べる。）

　D　其の他の貫小入岩体

a　紫蘇輝石によリ特徴づけられる閃線岩質貫入岩体

　土泥貫入岩体（紫蘇輝石角閃石黒雲母石英閃緑岩）本鋸体は南縁にては貫入角礫岩を

伴b，強い熱変成作用を結晶片岩類に与えている。この閃緑岩は自変質作用の著いハ変

質紛岩に貫かれると共に，土泥部落附近に於て黒雲母石英斑岩に貫かれる。黒雲母石英

斑岩は北部に行くにつれ自変質作用を受け，結晶片岩類と接する。

　成藪と保井野の申問には，熱変成作扇を著しく及ぼす紫蘇輝石角閃石黒雲母石英閃緑

岩の小貫入岩体が存在する。

　又，千里口と縮川との中間に，甚だしく緑泥石化作用。炭酸化作用を受けた珊岩と共

に，紫蘇輝石角閃石黒雲母戯縁岩が存在し，結贔片岩類に著しい熱変成作用を及ぼして

Vbる。

　以上の諸貫入岩体の特徴は，本地域全般に分布し，露出部が小なるにかかわらす，南

縁部に於ては数百米に及んで熱変成作用を与えているこkである。

b流紋岩質貫入岩体　青滝山岩体は輝石角閃石黒雲母石弐斑岩である。

　孟ノロ・保井野以西に於いては，多数の酬生貫入岩体が，岩床・不規則な貫入岩体或

は岩脈として存在する。既等の貫入岩体は黒雲母石英斑岩で，炭酸化作用を著しく受

け，堅固な輝石安山岩類がcap　rcckの働きをなし，輝石安山岩が浸蝕し去られた地域

に広く分布する場合が多V・。

c　貫入角礫岩　土泥上流には貫入岩体の頂部に顕著な角礫岩が数百米に亙り不規鋼

な形で分布する。附近には緑色片岩が分布し・全般的に低度の熱変成作用を受けてい

る。角礫岩化され・た結晶片岩類は片理が不明瞭となり，低度の熱変成作用を受けてV・

る。角礫岩脈は壁岩の片理を乱さす，不規期に緑色片岩を貫き，膨縮が甚しい。角礫の

大きさは角礫脈の幅に対応し，径7乃至8米の竜のより塵埃状のものに迄到るc詞一角

礫脈に於いては壁岩と接する部分が最大で，中央部に行くにつれ大きさを減する。分布

地域の申心部に於V・ては，稽々丸昧をおび，著しく炭酸化作用・緑泥石化作用を受けた

閃緑岩質紛岩を混在し，変質の著しV・輝石を有する閃緑岩質粉岩に貫かれる。
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皿面河貫入岩体
　面河貫入岩体はドーム状をなし，直径10粁の略々円形の岩体として露出し，白色凝灰

岩層迄を貫いてV・る。構成岩種は，細粒両雲母花歯岩・含黒雲母普通輝石紫蘇輝石紛岩・

含黒雲母普通輝石紫蘇輝石閃緑岩質紛岩i含普通輝石黒雲母角閃石紫蘇輝石花嵩閃緑岩

に分けられる。

　A細粒雨雲母詑開岩
　中心部と思われる面河漢に露出する花簡岩は，有色鉱物の少い均一な岩石であるが・

周辺部に到るにつれて紫蘇輝石の量を増し，炭酸化作用・緑泥石化作用が顕著となり・

granophyric　micrograniteよりgranophyreに移化する。面河川流域では斜長石には斑

晶状のものと稽々小型の結晶とがあり，累帯構造を有し中心部はandesine，周辺部は

01igoclaseよりなる。正長石と石英は構成鉱物の大半を占め，略々等量存在する。黒雲

母は0．1乃至0．2粍の小片として散点し殆ど緑泥石に変化しているが，稀に輝石類を

置換した小片の集合として出る場合がある。其の他少量の白雲母・緑泥石・方解石を伴

なう。石槌山登山路に於いては，面河川に於ける花嵩岩の上部が露出し，緑泥石化した

輝石類が多数存在し・極めて顕著なmicrographic　intergrowthが発達する。含黒雲母

普通輝石紫蘇輝石珊岩との接触部近くに於いてはgranophyreに移化する。坂瀬川流域

では紛岩類とsharpに接するが，著しい変化は与えていなV・。接触部附近に於ける性

状は石槌山登山路に於けると同様で，北上するにつれ面河川に見られる如きmicrograp－

hic　intergrowthの発達していない花醐岩に漸移する。

　B　含輝石黒雲母角閃石紫蘇輝石花陶閃織岩

　南に於V・ては含黒雲母普通輝石紫蘇輝石珊岩を貫き，北にては両雲母花嵩岩に貫か

れ，鉄砲橋附近に約300米に亙り露出する。玲岩との接触部附近では斑状構造を呈する

が，花嵩岩との接触部にては等粒状構造を示し，granophyric　textureが見られる。斑

晶鉱物中で斜長石は1糎以上に達し；andesineを核としoligoclaseを外殼とする累帯

構造が発達する。最外殼の部分には粒状の石基を包む如くアミーバ状にoIigoclaseが

楽達している場合と，粗粒の石基の部分が斜長石に食い込んだ如き形で存在する場合と

がある。輝石類は主として紫蘇輝石よりなり1糎に達する場合がある。輝石類は反応縁

を有し・次の二種に分けられるσ輝石類の一部又は全部を交代した緑色角閃石が黒雲母

にとりまかれ，更に緑色角閃石の一ナ部叉は全部がcummingtgniteに置換されているも

のと，輝石類が直接黒雲母にとり囲まれているものとがある。黒雲母は輝石類・角閃石と

密接に伴なV・反応縁として存在する場合と・数粍の結晶として出現する場合とが南る。
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　　前者は反応が進み，紫蘇輝石を全部置換した場合に於いても，magnetiteを伴なうのが

　　特徴である。正長石は南縁部にては，アミ’パ状の小結晶として，等粒状の石基中に出

　　るが，北部に行くにつれ石基を取り込みながら発達し，幾つもの此等正長石が接着し1

　　糎に達する場合がある。花崩岩との接触部附近に於いては，黒雲母の反応縁を有する輝

　　石類をも残営結晶として取り込んでV・る。石英は花崩岩との接触部附近に於いては多量

　　に存在する。

　　　石基は斜長石・黒雲母・石英・正長石よりなりho；nfelsic　textureを示し・北部に行

　　くにつれ粒受が大となり，花嵩岩との接触部附近にてはgraphic　intergrowthをなす部

　　分がある。　　　　　　　　　・

　　　熊淵附近では，花樹岩と含黒雲母普通輝石紫蘇輝石珊岩との接触部に幅数10朧の含輝

・　石黒雲母角肉石紫蘇輝石花嵩閃緑岩が形成され，部分的にはこの花嵩閃緑岩は不規則に

　　壬分岩中に入りこんでいる。熊淵附近の局部的花庸閃緑岩とは別箇に，現位置の花嵩岩と

　　は或る程度無関係に，花暢閃緑岩が含黒雲母普通輝石紫蘇輝石珊岩と連続関係を以つて

　　存在する。上記のものと異なる点はCUmmingtOniteを伴なわなV・事である。

　　　C　含黒雲母普逼輝石紫蘇輝石珊岩

　　　面河貫入岩体の大部を占める岩体で，貫入岩体の縁辺部より中心部に向い漸：移関係を

　　以つて斑状花嵩閃緑岩となる。斑晶鉱物中の斜長石はandesine　・を核とする累帯構造が

　　顕著であり，縁辺部に於いては破砕構造が顕著である。中心部に行くにつれ大きさを増

　　す。輝石類は紫蘇輝石を主とし，少量の普通輝石を伴ない中心部に行くにつれ大きさを

　　増し，顕著な反応縁を有する。岩体の中心部に於いては，輝石類一緑色角閃石一黒雲

　　母，輝石類一黒雲母の顕著な反応縁を有し，輝石類の内部迄置換するが，縁辺部にては

　　輝石一黒雲母の反応縁を示し，中心部に於ける如く顕著でなく，細粒の黒雲母が輝石類

　　の周縁に附着した如き形で存在する。紫蘇輝石は普遍的にmagnetiteを伴なう。黒雲

　　母は岩漿より直接晶出したものと，早期鉱物との反応によつて生じたものとの2種があ

　　る。輝石類の周囲の黒雲母ほ縁辺部にては微粒であるが，中心部に行くにつれ粒度を増

．　し，遂には輝石の全部を置換するに至る。石英は縁辺部にても稀に存在するが融蝕され

　　てV・る。申心部にては正長石と共に，アミーバ状の斑晶として存在する。

　　　石基は斜長石・正長石・石英・黒雲母より成り縁辺部ではcryptocrystallineで流状

　　構造が顕著であるが，中心部に行くにつれ粒度が大となる。

　　　本岩体は次の如き特徴を有する。縁辺部於いては顕著な不均一1生を有し，斑晶は殆ん

　　ど破砕されている。結晶片岩類との接触部に於いては場所により多量の角礫岩を伴な

　　う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

、
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　　a關門附近の含黒雲母普通輝石紫蘇輝石珊岩面河漢の入口関門に於いて・．面河貫入

　　岩体は略東西に走る幅約1eo牽の貫入角礫岩帯を以つて結晶片岩類とsharpに接す

　　る。結晶片岩類は接触部より10米程変が，炭酸化作用・緑泥石化作用を受け，熱的影響

　　は殆ど認められなV・。貫入角礫岩体は現位置に於いて形成されたものでなく，貫入に伴

　　ない下部より齎らされたと考えられ，幅約100米である。黒色片岩と角礫岩体との間に

　　は現位澄で作られた2◎乃至30米の破砕帯が存在する。接触部附近の角礫岩帯にては，結

　　晶片岩類及び珊岩類の破砕物質からなる方向性を有するmatrix中に，丸味をおびた珊

　　岩類の礫及び結晶片岩類の角礫が，方向性を示さすに存在する。此等虜岩類には斑晶の

　　破砕構造は認められなV・。接触部を離れるにつれ紛岩類の量を増加し，方向性が顕著と

　　なり斑贔が破砕作用を受けると共に，甚しい破砕構造をもつた含黒雲母普通輝石紫蘇輝

　　石珊岩がレンズ状に入つて来る。上記の方向性は縞状構造とし；（示され，幅10乃至50

　　糎，長さ数米以上に達する。縞状構造を作る火成岩類は含黒雲母普通輝石紫蘇輝石珊岩

　　の他，含輝石黒雲母珊岩（短冊状の斜長石結晶と黒雲母よりなり，少量の輝石類を有

　　し，結晶度が高V・）、輝石黒雲母石英斑岩（細粒の石基中に緑泥石化した輝石類と明瞭な

　　結晶形を示す黒雲母・斜長石。正長石・石英が散点している）、黒雲母輝石紛岩（Trachytic

、　textureを示し，短冊状の斜長石が方向性をもつて多量に存在し，長柱状の紫蘇輝石

　　と，少量の黒雲母を有する）である。此の縞状構造は花嵩閃緑岩との接触部に至る間，

　　数百米に亘り観察出来る。北上するにつれ伸長の度合を増し，粒受・組成・色を異にす

　　る縞は不明瞭となる。その伸長方向は東西の節理方向と一般には一致するが，20度乃至

　30度斜交すること捲稀ではない。縞状構造と平行して・数糎乃至数10纐のvンズ味外来

　岩が存在するが，此等は結晶片岩類の珪質部と紛岩類を普通とする。接触部より300米

　程度離れれば，外来物中の珪質結晶片岩類と酸性火成岩類は，紛岩質岩漿の熱的影響に’

　　より可塑性を増加すると共に，metasomatismを受けmicrospherulitic　textureを示し，

　流理方向と一致した屈曲・流動を示すに至る。

　　他の特徴は斑晶に著しい破砕構造の見られることである。接触部より100乃至150米

　　の範囲では斜長石の伸長方向が縞状構造の方向と約30変に達すると，縞の方向に開裂を

　　生じ，破砕伸長されレンズ状の形を取る。接触部より150米乃至300米の範囲では，数

　　箇に分離された斜長石片は，以前の結晶形を復元する事の可能な程度の距離に存在す

　　る。更に接触部より離れれぱ，次第に破砕されない斜長石斑晶を増すと共に，連絡のな

　　い破砕片が混在する。黒雲母は縁辺部に於いては屈曲及び片理面にそう滑動が顕箸に示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　されている・輝石類綜接触部の極く近くに於いてのみ破砕されている。．

　　一般に縁辺部の岩石は多様な色彩を有し，微細ながら自変質作用を受けている。内部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　琵
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　　に行くにつれ粒度が大となると共に，不均一一性・方向性は減少し，破砕構造はなくなる。

　　b　金山谷附近の含無雲母普通輝石紫蘇石輝珊岩　金山谷川と本流との合流点より上流

　　2粁附近に於いて，含黒雲母普通輝石紫蘇輝石珊岩は結鹸片岩類と貫入関係を以つて接

　　する。結晶片岩類の走向・傾斜は貫入岩体の影響により南北を示し，直立するが，熱変

　　成作用は余り蒙らなV・。金山谷に於いては，含黒雲母普通輝石紫蘇輝石珊岩より閃緑岩

　　質紛岩一斑状花崩閃緑岩迄に至る岩種が漸移関係を以つて露出し，全般に亙り縞状構造

　　が見られる。

　　C高∫暴川の含黒雲母瞥遍輝石紫蘇輝石玲岩結晶片岩類と接するのは，甚しく自変質

　　作用を受けた粉岩で，数百米の同帯を経て、変質微弱な紛岩に移化する。保井野発電所

　　附近に於いては緑色片岩との接触部に幅約δ0米の貫入角礫岩を爽在するごとが，高爆川

　　附近と異なる。面河貫入岩体の北縁に於ける特徴は自変質作用の著いハことである゜

　　d　不均一性の成因　含黒雲母普通輝石珊岩及至閃緑岩質珊岩に見られる不均一性は

　　貫入角礫岩によるものである。下部より輝石紛岩の貫入に伴ないもたらされた貫入角礫

　　岩は，内部に行くにつれ伸長度を増し，輝石珊岩と密に混在するに至り，可塑性を増加

．　し著しb縞状構造を呈ずる。

　　e　破捧携造の成因　角礫岩帯に於ける破砕構造は，下部より移動し来る際の角礫租互

　　間に於げる摩擦によると考えられる。含黒雲母普通輝石紫蘇輝石紛岩と著いハ縞状構造

　　をなすに至ると，珊岩質岩漿の影響を受け可塑性を増加し，外来火成岩の斑晶は破砕構

　　造を呈するに至る。これと同時に精陸度の大な輝石粉岩も破砕構造を持つている。

　　　Dii捕　　獲　　岩

　　　面河貫入岩飲の捕獲岩は，産状及び変成度に基すき，下記の如く分類する事が出来る。

　　a貫入岩体の縁遇部に存在し縞歌構造を呈するもの

　　b・貫入岩体全般に散在し、反鷹の進んでいるもの　火成藩源の捕獲岩としては，透輝

　　石緑色角閃石黒雲母斜長石岩・緑色角閃石黒雲母石英斜長石岩。緑色角閃石黒雲母石英

　　正長石斜長石岩がある。此等捕獲岩は上記の変化経路をたどるものと思われ，最終st3ge

　　にはgranophyricな構造がみられるe形は半角礫乃至レンズ状を呈し，花醐岩・閃緑

　　岩質珊崇及び花醐閃緑岩中にみられる。

　　　結晶片岩起濾捕獲岩は殆んどが緑色片岩起源と思われ，角礫状である。透輝石角閃石

　　黒雲母斜長石岩6尖晶石黒雲母斜長石岩等が存在する。

　　c轍米乃至撒十米の幅をもち・岩臓欺に密集しズ産出する捕獲岩　この産状を示す捕獲

　　岩が農も多量にあり，：捕獲岩の種類。反応程度は雑多で，閃緑岩質珊岩乃至花崩閃緑岩

　　の地域に分布する。脈状捕獲岩の存在する部分は，周囲の岩石に比し粒度の大きな花嵩
び



⊃

N

　　　　　　　　　　石鎚出遙傍の第三紀火成岩類κ蕨いて（予報）　　　　　　　　　　45

閃緑岩を形成している。火成岩類は量的に捕獲岩の大半を占め，5乃至10糎の球形を呈

し、少量の角礫状の珊岩を混える。角礫状班岩では黒雲母が形成されてV・る程度で，殆

んど変化を受けていない。円礫状の捕獲岩はbに於けると同様な変化を受けて“る。結

晶片岩起源のものは角礫状をなして産出し，大なるものは経数米に達し，変成変は様々

である。熊淵に於ける花崩岩と粉岩との接触部附近ICは，花崩岩脈の尖端部た密集して

上記諸岩種よりなる捕獲岩を有する。従つて，此等駅状捕獲岩は花崩岩脈の漬上部に形

成された貫入角礫岩と思われる。

　E岩型相亙の關係
a舵醐閃緑岩一閃線岩質珊岩一含無雲母普通輝石紫蘇輝石珊岩の關係　面河翼鉄砲橋

と関門との中間には珊岩を貫き花崩岩に貫かれる花嵩閃緑岩の小貫入岩体が存在する

が、これは，珊岩の深部根を示すものであろう。この花崩閃緑岩及び花崩岩を除けば、

金山谷恥本湿ρ館乾帥肪よ欺第に鞍禰し・堵蘭移関係晒る・
花崩岩を除く面河貫入岩体全般にわたるhornfelsic　texture及びmetas◎matismによる

石英・長石類の成長と黒雲母の生成，花崩岩と班岩との接触部に於ける局部的なcont－

aminationに基づく花騰閃緑岩の存在は，此等3岩種の形成に際し花嵩岩が重要な関係

を有している事を示してV・る。即ち輝石珊岩質岩漿は貫入後除々に冷却すると共に，よ

り深部相蓼示す鉄砲橋の花崩閃緑岩に貫かれ，略現在の粒受分布を示すに至つた後，花

崩岩の貫入を受夙二次的変でヒ蓼受け現在の岩摯を決定したもOTであると思われる。

b　細粒雨雲母祐醐岩と含黒零母普蓮輝石紫蘇輝石珊岩との關係　花嵩岩の縁辺部には

多量の輝石類が緑泥石化して存在し，granophyric　textureを示し9r3nophyre　e．C移化

し・明瞭な貫入関係を以つて班岩類と接するが・此等輝石類は⑳晦minationによる

とは考え難いこと，市ノロ附近の岩脈の中心部には，多量の緑泥蒼化した輝石類を有す

るgraROphyricな黒雲母紫蘇輝石花崩閃緑岩乃至gran◎坤y⑱が存在すること。花嵩

岩にはprimaryのcalcite●緑泥石・低温石英が存在すること，及び本地域には玄武岩

類が存在しないこと等より，細粒両雲母花崩岩は輝石珊岩質岩漿のresidual　magmaよ

り形成されたものと考える。

　F　含黒雲母瞥通輝石紫蘇輝石安由岩と含果雲母普通輝石紫蘇輝石珊岩との關係

含購鰭鱗礁蘇輝石囎は安山岩の流出後貫入し来傘もρで麟が・瀦の

鉱物組成・産状より，含黒雲母普通輝石紫蘇輝石紛岩は同安山岩の貫入相を示すもので

あり，両者の時間的間隙は殆んどなかつたと予想する。輝石安山岩のよくフk磨された平

滑な面に於いては・琴し裕縞状構造が見られ・遷岩流に騰け苓縞状構造Q，少くも一部

は，下部よりもたらされた不均一生に由来するものである。・

！

o　　　　　s

も
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古　　由　　博　　直

論

　A　本地域の火成活動は，渋草累層堆積末期に始まった。

　B　面河貫入岩類と一聯の関係を有する岩漿は，面河村市ノ；附近に於いて地表に流

出し，含黒雲母普通輝石紫蘇輝石安山岩の熔岩流を形成した。

　C　含黒雲母普通輝石紫蘇輝石班岩の不均一1生は，引伸された貫入角礫岩と紛岩質岩

漿との相互作用により形成された。

　D　含黒雲母普通輝石紫蘇輝石珊岩の縁辺部に見られる斑晶の破砕構造は，輝石珊岩

自身の粘性変が大であつたこと，外来物が輝石扮岩質岩漿の影響により可塑生を増した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らととにより，貫入時のstreSSによつて形成された。

　E　含黒雲舞普逓輝石紫蘇輝石珊岩は貫入後徐々に冷却し，略現在の粒受分布を示す

に至つた後，輝石紛岩質岩漿のresidual　magmaである細粒両雲母花崩岩の貫入を受

け，熱変成作用及びmetasomatismを蒙り，含黒雲母普通輝石紫蘇輝石壬分岩一一含黒雲

母普通輝石紫蘇輝石閃緑岩質紛岩一含普通輝石黒雲母角閃石紫蘇輝石花崩閃緑岩に至る

岩型を決定された。

　　　　　　　　　V今　後　の　問　題

　A　含黒雲母普通輝石紫蘇輝石安山岩は少くも3枚以上の熔岩流をなし，かなりの岩

質変化が認められるが，如何なる順序に如何なる変化をなすかにつV・ては不明である。

　B　本地域全般に亘り分布する紫蘇輝石角閃石黒雲毎石英閃緑岩と輝石安山岩・輝石

聡岩との関係は不明である。

　C　本地域の凝灰岩は，岩漿溜上部に形成された酸生岩漿1由来する悉のか，他の要

因によるか不明である。

　D　縮川南方に存在する讃岐岩の時代については不明である。

　E・本地域西部には，変質の甚しい貫入岩体が多数存在するが1その前後関係につい

ては不明である。

　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　　　　献

佐藤　詫止　（1931），7万5千分の1　地質圖幅謄肉並同設明覆

佐藤　業止　（1928），7万5千6の1地質圖幅久万並同設明Pt”

佐藤　Sll止　（1938），7万δ千分の1地質圏幅新居濱並岡設現書

鈴木　　醇　（1937》，西南N本外帯及び琉球列発に蟄遽せる花嵩質岩石に就いて，地質雑

　　　　　4傷　（598》
葎屋弘逢α947），（in・th。。meg。　A。ldic・R。。k，濃礁，13，910

i
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の
ー TheI　stratigraphical　succession　of　rocks　in

tabulated　as、follows．

the　Ishizuchi－Yama　tegion　may　be

2．

3．

Ishizuchi斜Group

Ichinokロch　i鱒Formation
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？
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4。

5・

6。

の7

Sch脇ts
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Sandstone　bed
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Izu㎜i・Sa臓dstone
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P◎rphyr三t¢a捻d　a糠gi亡e－bear三難g　bi◎t三te一わomb王e籍de－hypersth㈱一9τ錨◎dierite・

T溢・墓繭a1㈱・i伽・f　bi醜一鋤9三紬・短籔g　hyp鰍h・噂⑬寧Σt弓iゆ

　augite－bearip露　biotite－hornb1ende・hシpersthe難e－granOd　iorite　is　i蹴eτPどeted　aS　the

　result　of　slow　cooling　and　cont耳mination・

　Fine・grained　two　mica軸granite　is　a　residuaI　prOduct　of　biOtite鱒augite－b¢aring

　hypersthe漁e・porphyrite　magm　a・

　T難eheterogeReous　apPearance　◎f　b三◎ti‡e－augite一葦）e犠r加露bypersthe蕊e－porphyrite
●

d難es沁αashed鋤d　elongated　xenoliths．　　　　　　　　ノ
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